
第２章 「地区別計画」を全面的に支える「区計画」 

＜第２期泉区地域福祉保健計画 区計画＞ 

 

第１節 基本理念 

「支え合い・助け合いが活きる！元気の出るまち泉」を基本理念として、「計画

を支える土台」となる「交流」「担い手」「情報」について目標を掲げ、様々な取組

を進めるための基盤づくりを行っていきます。そのもとに「分野別」に目標を掲げ、

取組を進めます。 

 

 

支え合い・助け合いが活きる！元気の出るまち泉

基本理念

高齢 

いつまでも 
安心して
暮らせる

まち 

障がい

互いを
尊重し、
助け合う

まち

健康づくり

こころ
豊かで

健やかな
まち

こども・
子育て

こどもの声
が響く
まち

防災・ 
防犯

安全・ 
安心な 
まち 

目 
標 

高齢 

いつまでも 
安心して
暮らせる

まち 

障がい

互いを
尊重し、
助け合う

まち

健康づくり

こころ
豊かで

健やかな
まち

こども・
子育て

こどもの
明るい声

まち

防災・ 
防犯

安全・ 
安心な 
まち 

目 
標 

計画を支える
基本の取組

交流 人と人とのつながりを大切にするまち 

担い手 一人ひとりが主役のまち

情報 必要な情報が入手しやすいまち

目標 

目標 

目標 

計画を支える
基本の取組

交流 人と人とのつながりを大切にするまち 

担い手 一人ひとりが主役のまち

情報 必要な情報が入手しやすいまち

目標 

目標 

目標 

が響く

分野別の取組 

計画を支える

土台の取組 
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区計画の見方

目標

取組

取組

取組

基本目標３
地域で活動するグループ同士の

ネットワークをつくろう

グループ同士のネットワークをつくる。

ちょっとした困りごとをご近所の
支え合いで解決できる関係をつくろう

お互い様でできる気軽な助け合いの
仕組みをつくる。

交流 人と人とのつながりを大切にするまち

基本目標１

基本目標２
誰もが参加できる交流の場・機会を

つくろう

誰でも参加できる場・機会をつくる。

　　　～　充実してきたこと　～　　　　　　　～　課題と感じていること　～

～このような現状と課題を踏まえています～

　○ 世代間交流や誰でも参加できる
居場所づくりへの関心が高まって

　○ 高齢者・子どものサロン・居場
　　 所が増え、交流が進んでいる。

○ 地域 は あ さ きる

　　（具体的な取組）

　　　○お互い様でできる気軽な助け合いの仕組みをつくる。

・地域で行うあいさつ運動へ参加する。

・地域の活動へ積極的に参加する。

22 23 24 25 26 27

◎
実施

◎
実施

◎
実施

◎
実施

◎
実施

◎
実施

◎
実施

・隣近所、地域であいさつを交わす。（あいさつ運動の推進）

・助け合いの仕組みづくりを支援す
　る。（運営方法などの相談）

推進のスケジュール（年度）
計画期間中に取り組むこと

・生活のちょっとした手伝いをする生活支援グループをつくる。

・自然に隣近所のことを気にかける関係をつくる。

ケアプラザ

基本目標　１

誰が

・地域で行われている助け合いの
　活動を紹介する。（他地域での
　取組事例など）

区役所

・地域で行うあいさつ運動を支援
　する。【目標：全地区】

・地域で行われている助け合いの活
　動を紹介する。（他地域での取組
　事例など）

地域住民

活動団体

関係機関
(施設・学校など）

誰が

期待される取組（例）

・ボランティアネットワークの
　活動を支援する。

区社協

・地域で行われている助け合いの
　活動を情報提供する。

・地域の特性に合った仕組みづくり
　や支え合いを支援する。

ちょっとした困りごとをご近所の支え合いで解決できる関係をつくろう

各分野の目標です。

目標達成に向けた基本目標と
取組の構造を示しています。

現状と課題です。
上の目標や取組を設定した前
提となるものです。

地域にお住まいの方々や地域
活動を展開している団体の
方々に、地域福祉保健計画の
なかで期待される役割や取組
を例として、ご提案していま
す。

各分野で想定される関係機関
のうち、主なものを例示して
います。

計画期間中（２２年度～２７
年度）に区役所、区社協、ケ
アプラザが達成を目指す取組
を示しています。
可能な場合には数値目標を
【　】内に掲げています。

各項目の記号の意味は以下の
とおりです。
☆：調査します
△：検討します
◎：実施します
　：継続して実施します

参考：次ページ以降の「計画を支える土台の取組」「分野別の取組」の見方 

 テーマ別作業部会や地区別
の懇談会等で挙げられた現
状と課題です。 
上の目標や取組を設定した
前提となるものです。 
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